
令和２年度 下松市「人権」を考えるつどい 参加票 ☆当日 お持ちください。 

 

   人権が尊重される社会の実現のためには、私たち一人ひとりが、人権に関する感覚を磨
き、これを人権尊重の態度に結びつけ、行動していくことが大切です。 
下松市におきましても、「心豊かで、健やかな、住みよいまちづくり」に向けた諸施策

を積極的に推進しております。これまでの取組をさらに広め、市民一人ひとりの人権意識
の高揚をはかり、明るく住みよい地域社会をつくるために「下松市『人権』を考えるつど
い」を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面もご覧ください。 

注意事項を載せています。 

 

 

 

氏     名                     体温      ℃ 

住     所  

電 話 番 号  

【日時】 

令和２年１１月２０日(金)１３：４０～１５：３０ 

【場所】 

  スターピアくだまつ大ホール 

【日程】                                   

● 開   場        （１２：３０～） 

● 開会行事        （１３：４０～） 

  ● 下松市長あいさつ   （１３：５０～） 

●「伊藤 真波 さん」講演会（１４:００～） 

      あ き ら め な い 心 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 閉会行事（１５：２５～） 

    

令和２年度 「下松市『人権』を考えるつどい」 
 

主催  下松市 下松市教育委員会 

後援  下松市人権教育推進委員会議   下松市社会福祉協議会 

    下松市小・中学校教職員研修会  下松市社会教育委員会議 

 

入場無料 
手話通訳・要約筆記あり 

伊藤さんは、２０歳の時、事故により右腕を失い、目標を失いかけていらっしゃいました。「みん

なと違う」ことが怖くなり、家に引きこもる時期もあったようです。 

苦しいリハビリの中でも自分の障害を受け入れ、懸命に頑張っている人々との出会いや、優しく温

かい方々との出会いなどもあり、前向きに努力する意欲を持ち続けられました。 

看護学校に通いながらリハビリとして始めた水泳にも熱心に取り組まれました。ハンディキャップ

を乗り越え、日本初、義手の看護師になられ、パラリンピックでも活躍されました。バイオリンの演

奏にも取り組まれています。 

「腕がないのは私の個性」と胸を張って夢に向かって活躍し続けていらっしゃいます。 

お問い合わせは・・・ 

下松市教育委員会生涯学習振興課 ℡ 0833-45-1871 

日本初の義手の看護師 

 

北京・ロンドン パラリン

ピック 競泳日本代表 

切 取 線 



 

 

 

 

 

 

 

 

３ こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をお願いします。 
 

 

御記入いただいた個人情報は、本イベントから感染者が発生した場合、保健所等の

公共機関への情報提供に使います。 

  また、個人情報は１カ月程度保管し、保管後は適切な方法により廃棄します。 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に関する注意事項 
 

１ 次の事項に１つでも該当する場合は、受講を見合わせてください。 

 ・発熱がある場合(当日出発前に検温をお願いします。) 

 ・息苦しさ、だるさがある場合 

 ・咳やのどの痛み等、風邪のような症状がある場合 

 ・過去２週間以内に、感染者との接触があった場合 

 

２ マスクの持参、着用をお願いします。 

 

３ こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をお願いします。 
 

 


